
















 

プロジェクトサイト位置図 
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図 1-1-1 「東ティ」国の港湾位置図 

（２）「東ティ」国の港湾貨物の状況 

 

「東ティ」国では、ディリ港のみで商業貨物を取扱っている。港湾貨物の取扱量は順調

に伸びており、近年はコンテナ貨物が著しく増加している。 

フェリー運航は、ディリ港とオエクシ港、アタウロ港を結ぶ路線があり、旅客輸送と合

わせて貨物輸送が行われている。2009 年のフェリー輸送による貨物輸送実績は、オエクシ

港向けが 1,647.5 トン/年、オエクシ港発が 225 トン/年となっている。ディリ港からオエ

クシ港向けの貨物は、主に米、セメント等である。 

 

表 1-1-1 ディリ港輸出入貨物の実績 

ｺﾝﾃﾅ貨物（TEU） 

輸 入 輸 出 年 次 

実入り 空 実入り 空 
計 

実入りｺﾝﾃﾅ

重量換算値

（ﾄﾝ） 

一般貨物 

（ﾄﾝ） 

合 計 

（ﾄﾝ） 

2004 9,903 36 984 9,475 20,398 160,039 63,193 223,232 

2005 7,743 11 624 6,996 15,374 122,995 104,971 227,966 

2006 8,390 39 886 6,159 15,474 136,357 106,878 243,235 

2007 11,085 45 764 12,654 24,548 174,180 127,786 301,966 

2008 12,649 21 1,133 10,154 23,957 202,595 131,667 334,262 

2009 15,300 - - - 29,382 224,910 179,985 404,895 

出典: APORTIL 

注: コンテナ貨物の重量換算は協力準備調査（その 1）報告書の値による。（1TEU=14.7 ﾄﾝ） 
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１－１－３ 社会経済状況 

 

（１）人口、人口密度 

 

2004 年の国勢調査によるとオエクシ県の人口は 57,469 人であり、全国人口の 6.2％、面

積は 814.66  で国土面積の 5.5％となっている。人口密度はパサベ地区が最も大きく 118.7

人/ で、島根県と同程度である。（表 1-1-6 参照） 

 

表 1-1-6 オエクシ県の地区別の人口分布 

地区名 
Suco(村）の

数 

人 口 

（人） 

面 積 

（ ） 

人口密度

（人/ ）

Nitibe 5 11,052 311.52 35.5 

Passabe 2 7,139 60.12 118.7 

Oesilo 3 10,220 99.12 103.1 

Pante Makassar 8 29,058 343.9 84.5 

Total 18 57,469 814.66 70.5 

全国 442 923,198 14,919 61.9 

出典：オエクシ港緊急改修プロジェクト準備調査報告書 

 

 

図 1-1-3 オエクシ地域図 
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表 2-1-10 既存杭を活用した場合の利用可能性 

 

（杭の支持力について） 

杭長を 30m、地盤の強度を深さ 10m までは N 値=10、10m 以深は N 値=16 として杭の

垂直方向の支持力を見ると表 2-1-11 の通りとなり、船舶接岸時を除けば安全である。 

オエクシ港では荷揚げ貨物が大部分であり、船舶接岸時には桟橋上に貨物が留め置

かれる状況もないため、問題ないと考えられる。 

 

表 2-1-11 杭の極限支持力の安全率 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 護岸の損傷状況 

 

護岸部の改修の必要性の有無を把握するために、護岸部の損傷状況について目視調

査を行った。変状の概要と対処方針および損傷状況の位置図を表 2-1-12 及び図 2-1-7

に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-7 護岸の損傷状況位置図 

船舶の種類 

ﾌｪﾝﾀﾞｰの種類 

V 型防舷材(受衝板無し） 円型防舷材(受衝板あり） 

ｶｰﾌｪﾘｰ（NAKROMA） 斜杭数本が許容値をｵｰﾊﾞｰ 
全数の杭が許容値内 

（変位 2.0cm 程） 

貨物船（2,000DWT） 全数の杭が許容値をｵｰﾊﾞｰ 多数の杭が許容値をｵｰﾊﾞｰ 

鉛直荷重（ｋN/㎡） 安全率 

通常時 地震時 通常時 
船舶（2,000DWT）

接岸時 
地震時 

20 10 3.69>2.5 OK 2.16<2.5 NG 2.33>2.0 OK 























  
 

一方、東ティモール周辺にて発生した地震について、2007 年から 2009 年にかけて観

測された地震発生位置を図 2-2-9 に示す。この中でオエクシ県に影響が大きいと予想さ

れる地震について発生日時、位置、マグニチュード、深さ等のデータをもとに震度計算

結果を示したものが表 2-2-4 である。このデータから、本計画の設計にあたっては、イ

ンドネシアの基準に基づく設計震度を用いることで問題はないと考えられる。 

 

表 2-2-4 最近 3 年間のオエクシ近傍で発生した主な地震 

発生日時 
震源までの 

距離（km） 

震源深さ 

（km） 
Magnitude 震度係数 

2008 年 9月 14 日 9：02AM 272（272） 10 6.5 0.011 

2008 年 9月 30 日 4：37PM 61（61） 10 5.1 0.021 

2009 年 1月 29 日 4：53PM 41（40） 10 6.0 0.086 

2009 年 1月 29 日 1：45AM  64（30） 57 5.5 0.031 

2009 年 5月 20 日 8：59PM  51（28） 42 5.2 0.029 

注：震源までの距離のカッコ内は水平距離（km）   

   

 

図 2-2-9 東ティモール周辺で発生した地震の位置 
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表 2-2-6 環境モニタリングの内容 

項 目 方 法 
頻 度 

(建設段階) 

1. 自然環境調査 

水質調査 
水温、塩分濃度、水素ｲｵﾝ濃

度、濁度 

携帯機器による現地

計測 

既存桟橋撤去中： 

１回/日 

その他：１回/週 

大気調査 粉塵 
携帯機器による現地

計測 
１回/月 

騒音・振動調査 騒音・振動ﾚﾍﾞﾙ 
携帯機器による現地

計測 

桟橋杭打ち開始後２

週間：１回/日 

桟橋杭打ち中： 

１回/週 

その他１回/月 

サンゴ調査 分布、健全度 
ﾀﾞｲﾊﾞｰによる現地調

査 
１回/ 6 ヶ月 

2. 社会環境調査 

住民調査 意識・満足度 
NGO による聞き取り

調査 
１回/6ヶ月 

注: 施設供用中のモニタリング頻度は、現状を考慮して決定されるが１回/６月が望ましい。 

 

図 2-2-11 環境モニタリング位置図 

100m

凡例 
       水質調査 
       大気・騒音調査 
       サンゴ調査 
       住民調査 
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3－2－2－5 ターミナル施設の設計 

 

（１） ターミナル用地 

 
ターミナル用地は既存の排水溝より海側の敷地約 10,000 ㎡を利用することとし、東側

より貨物ヤード、旅客ヤード、公共駐車場にゾーニング区分し、旅客と車両、フェリー

利用客と送迎客、フェリー利用車両と送迎者等の交通管理が容易に行える配置とする。

なお一般送迎客、送迎用車両とフェリー利用客等とは桟橋入り口の境界で管理する。 

陸側の約 18,000 ㎡については将来の開発空間として手付かずで残し、当面はミニバス、

トラックの駐車場として活用する。なお工事中は工事詰め所、資機材置き場、作業車両

の駐車スペースなどとして活用する。（図 3-2-9 参照） 

 

 
図 3-2-9 ヤードレイアウトと交通流計画 

 
（２）ターミナルビルの配置及びデザイン 
 

建屋についてはターミナル用地のゾーニングに合わせ、港湾事務所及び旅客ターミナ

ルは旅客ヤード、倉庫、発電機室は貨物ヤードに配置する。また利便性とコスト削減を

考慮し、建物数を減らし、旅客ターミナルビルと港湾オフィスで１棟、倉庫と発電機ス

ペースで１棟とした。 

港湾事務所と旅客ターミナルは、オエクシの風土に調和したデザインとなるよう配慮

する。三角屋根は風の通りに配慮して海から山側に向かって高くなる片勾配とする。旅

客ターミナルは三方から出入ができるピロティ方式とする。（図 3-2-10 参照） 

 

3-28



  
 

 
図 3-2-10 ターミナルビルのデザインイメージ 

 
（３） 建屋の必要面積 

 
１） 旅客ターミナルビル 

主たる用途は出航前の待ちスペースであることから、現在運航しているフェリ

ーの定員数を利用して、適正な床面積を算定する。 

・ 定員は 300 名であるが、しばしば超過しており、事前調査でも指摘されてい

る 30%増、約 400 名程度であると考えられる。 

・ 通常出航１時間前に乗船が始まるが、乗客の 3/4 がそれ以前に港に到着して

いると仮定すると、300 名分（=400×30%）の待ちスペースが必要となる。 

・ 待ち客は、ベンチや床に座った状態で待つと考えられることから、一人当た

りの専用スペースは、0.5 ㎡（70cm 角）程度と考えられ、延べ 150 ㎡（=300

名×0.5 ㎡）程度必要となる。 

・ 座面積と同程度の歩行スペースが必要となる。 

以上より、建物として必要な面積は、150 ㎡+150 ㎡= 300 ㎡ 程度と考えられる 

（要請面積は、400 ㎡）。 

２） 港湾事務所 

   事務職員は 5,6 名、また出入港時作業員は 7,8 名であることから、それぞれに

必要なスペースに加え、共用スペース（会議室、トイレ、チケット販売所）を考

慮してレイアウトを検討した結果、150 ㎡で十分なスペースが確保出来ることが

分かった（要請は、200 ㎡）。なお、チケット販売所は、オエバウ港の既存販売所

同様、約 25 ㎡を確保した。 
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３－５ プロジェクトの概略事業費  

  

３－５－１ 協力対象事業の概略事業費 

  
 本対象事業を実施する場合に必要となる事業費総額は 10.5 億円となり、先に述べた日本

と「東ティ」国との負担区分に基づく双方の内訳は、表 3-5-1 の通りである。ただし、こ

の額は交換公文上の供与限度額を示すものではない。 

 
（１）日本側負担経費 

 

日本側負担経費は下表に示すとおりである。 
 

表 3-5-1 概算事業費総括表 

事業費区分 経費 

（１）概算事業費 9.4 億円

 ア. 桟橋の整備 6.2 億円

 イ. 陸上ﾀｰﾐﾅﾙの整備 3.2 億円

（２）実施設計・施工監理・技術指導 1.1 億円

合 計 10.5 億円

 
（２）「東ティ」国側負担経費 

 

① 現場敷地内にあるコンテナハウス、資機材、 

及び旧港湾事務所の撤去    US$ 35,000 （3.2 百万円） 

② フェンスの改修     US$ 45,000 （4.2 百万円） 

③ フェリーNAKROMA のラダーの移設   US$ 90,000 （8.3 百万円） 

④ B/A 締結銀行への支払授権書（A/P）発行手数料 

及び支払い手数料    US$ 11,000 （1.0 百万円） 

⑤ 環境モニタリング    US$ 49,500 （4.6 百万円） 

          合 計                US$230,500 （21.2 百万円） 

 
（３）積算条件 

 

主要な積算条件は以下の通りとした。 

 

① 積算時点       平成 22 年 02 月（現地調査終了月） 

② 為替交換レート    米 国 ドル対日本円 ：92.15 円/US$ 

  ③ 施工期間       単年度案件として、詳細設計、入札・施工の期間は実 

                施工程に示す通りである。  
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7.8 環境 

 
 (環境調査位置図) 

    
    
     図 7-8-1 水質、底質、珊瑚調査位置                図 7-8-2 騒音調査位置 

 
図 7-8-3 マングローブ調査位置 

 
 a) 水質調査 

水質調査の結果は表 7-8-1 に示す通り、汚濁、有機物による汚染は認められず、非常

に透明度が高い良好な水質である。 

「東ティ」国には水質の環境基準値は整備されていないことから、インドネシア国の

水質基準値を参考に示した。 

 

① 

② 

⑤ 

④ 

③ 

約 110m 

約 100m 

約 50 m 

① 

② ③ 

④ 

①-④ 水質・底質調査位置

 珊瑚調査ライン 

事業実施場所 

   マングローブ調査場所

調査場所２ 

調査場所１ 
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c) 騒音調査 

2009 年 10 月 23 日に騒音計により測定した結果、事業サイト近隣の住宅街は、人・車

両の往来が少ないため、昼間の暗騒音は 40～50db と考えられる。波音のある桟橋近くや

ターミナル入口の屋台周辺では 60～65db の騒音値を示している。トラックやミニバスが

通過するときは道路脇では 70db を超える数値を示している。 

 

d) 珊瑚調査 

図 7-8-1 に示すとおり、既存の桟橋前面から約 25m 及び 50m 離れた海底をビデオカメ

ラで撮影した。その結果、図 7-8-4 に示すような小規模な珊瑚が既存桟橋から 50m 離れ

た調査ラインの西端（水深約 20-25m)で確認された。 

但し、珊瑚の種類は希少種にあたるものではなく、耐性に強い種であることを確認し

た。また、分布規模については海底の表層の 5%程度であるため、本計画実施による影響

は僅少であると想定される。 

   
図 7-8-4 事業実施場所付近で確認された珊瑚 

e) マングローブ調査 

事業実施場所の東西約 5 km の海岸線を踏査した結果、図 7-8-3 に示す 2箇所でマング

ローブ種の自生が確認された。但しともに事業実施場所から数キロ離れており、事業実

施の影響を直接受けることは想定されない。 
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Oecusse Port Urgent Rehabilitation Project 
Draft Environmental Management Plan (EMP) 

2

(1) Renewal and Extension of the Jetty 

Repair of the existing jetty (630 ) and its extension (1,270 )

Repair (140 ) and the construction (140 ) of the transitional part of the trestle  

Installation of 8 sets of rubber fenders (circle type 800H) 

Installation of a bollard (350kN type) and 9 bitts (250kN type) 

Installation of 3 sets of navigation aid facilities 

(2) Terminal Development  

Construction of port-related buildings (an administration office of 150 , a passenger terminal 

of 300 , a warehouse and generator room (450 )

Construction of pavement in the stacking yard and roads (8500 )

Repair of the seawall (140m) 

Construction of 15 sets of outdoor lightings 

Provision of a generator (75kVA) 

Figure I-1 Project Map 

Mahata: Project Site 

Oebau 

Existing Pier 
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Figure I-2 Typical Cross Section of Port Civil Structures 

SEA Side Facade MOUNTAIN Side Facade 

ROOF

Piloti System

Natural Ventilation

Equipment Space 

 SEA Side  MOUNTAIN Side 

OECUSSE PORT URGENT REHABILITATION PROJECT 

Building Design Concept 

LEGEND

Figure I-3 3D Images of Port Office and Passenger Terminal Buildings 
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Figure I-5 Image of Building Construction Works 
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1.2 Monitoring Location 

Planned environmental monitoring is conducted at the locations shown in Figure III-1.

III-1 Monitoring Location Map 

1.3 Monitoring Schedule 

Planned environmental monitoring is conducted during the construction phase at the timings and 

frequencies shown in Figure III-2.

Month 
Survey Item     1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

Ope-

ration 

Water Quality  x                  

Air Quality  x   x x x x X x x x x x x x x x  

Noise/Vibration  x       X x x x x x x x x x  

Live Coral  x      x     x     x  

Local Residents  x      x     x     x  

Figure III-2 Environmental Monitoring Time Schedule during Construction Phase 

100m

Legend 

       Water Quality Survey 

       Air & Noise Survey 

       Live Coral Survey Area 

       Local Residents Survey Area 

Baseline Survey Mid-phase Survey-1 Post-phase Survey Mid-phase Survey-2 
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(7) Environmental Condit ions 

(Survey Area/Locat ion) 

Figure 2-4-4-1                                 Figure 2-4-4-2 Noise Survey Location 

Water/Sediment Quality and Coral Survey Locat ion 

Figure 2-4-4-3 Mangrove Survey Area 

a) Water Quality Survey 

As shown in Table 2-4-4-1, the result of water quality survey revealed that clear 

110m 

100m

Approx.50 m 

-

Project Site 

Survey Area 2 

Survey Area 1 
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Hexa-chromium ppm 23.8 23.5 22.1 24.4 480 (1) 
Arsenic ppm 1.0 1.5 1.9 3.7 85 (1) 
Total Mercury ppm ND 0.0026 0.0013 0.0021 1.6 (1) 
Alkyl Mercury ppm ND ND ND ND --- 
Sand Content % 91 92 94 93 --- 
Silt Content % 9 7 1 2 --- 
Clay Content % ND 1 5 5 --- 

   Note: (1) World Bank Technical Paper No. 126, Testing Values (mg/kg dry)

c) Noise Survey 

The project site adjoins a residential area According to the result  of noise survey 

conducted on Friday 23 October 2009, present noise levels in the wharf and terminal 

areas tend to be rather high due to breaking waves, terminal operat ion and workers. 

Dayt ime background noise level in the residential area behind the terminal (40 to 50 

db) is smaller than those in the terminal area because of less number of people and 

vehicles. However, the noise level sometimes exceeds 70 db due to trucks and 

mini-buses passing by. 

d) Coral Survey 

As shown in Figure 2-4-4-4, l ive coral patches are found on the seabed in 20-25m 

depth and approximately 50m off the exist ing wharf. Since coverage of seabed by the 

coral patches seems to be less 5%, and those are locally common spices which are 

pat ient to increase of water turbidity, potent ial impact on the coral patches caused by 

the project will  be minor. 

Figure 2-4-4-4 Corals found in the Project Site 

e) Mangrove Survey 

Natural mangroves are found along the coast l ine on both sides of the project site. 

Since the distances from the project site are kept several kilometers, no negat ive 

impact on the mangroves caused by the project is ant icipated. 
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